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避難所運営マニュアルに男女共同参画の視点を導入した事例です。
京都府京都市では、男女共同参画の視点を導入した避難所運営マニュアルを作成し、
市内の全避難所に配布しています。
取組の概要を説明します。
【ポイント】
 要配慮者にも優しく、男女共同参画の視点にも配慮した避難所づくりを基本方針の

一つとして掲げ、男女共同参画の視点の導入を前面に打ち出しています。
 マニュアルの構成は、「本編」、「資料編」、「策定の手引き」と３つの文書からなりま

すが、そのいずれにも男女のニーズの違いへの配慮や、女性が運営の意思決定に
参画するための手順等が記載されています。
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取組の経緯を説明します。
【ポイント】
 東日本大震災を踏まえ、市の委員会の提言に避難所運営等に男女共同参画の推進が必

要と提言されたことがきっかけとなっています。
 市職員、一般市民、学識経験者からなる検討会を立ち上げ、実践的な避難所運営が可能

になるようなマニュアル策定を実施しました。
 検討会の参加者には女性も多く、学識経験者も男女共同参画の視点の重要性を認識して

いたことから、男女共同参画の視点を基本方針の一つに盛り込むことが可能となりました。
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取組のポイントを説明します。
【ポイント】
 マニュアル全体の方針として、実践的観点から運営手順を定めることとしており、空論では

なく、実際に実践してもらうための取組が随所に見られます。
 基本方針の一つとして、「男女共同参画の視点に配慮した避難所づくりに取り組む」ことを

明記しています。
 また、単にマニュアルをそのまま使うのではなく、地域の実情に応じたマニュアル作りを呼び

かけています。
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（つづき）
【ポイント】
 マニュアルの各文書において、男女共同参画の視点が基本事項であることを明記し、なぜ

男女共同参画の視点が必要なのか、その理由にも回答しています。
 男女共同参画の視点を基本事項として掲げるだけでなく、マニュアルの随所に男女共同参

画の視点を導入するための実践的取組や参考となる事例が数多く記載されています。
 マニュアルの文言は柔らかいものの、一貫して具体的に実践するための方策が記載されて

います。
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